
譁ミワテック，東

京）のプローブを同鼻孔より挿入し腫瘍の吸引を試み
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大型犬の鼻腔腫瘍に対するオルソボルテージ放射線治療に

経鼻腔焼灼処理を加え奏功した2症例
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要　　　　　約

大型犬の鼻腔腫瘍に対してオルソボルテージによる放射線療法に加え鼻腔内焼灼などの補助療法を併用した．1症例

は放射線療法に経鼻孔超音波吸引と経鼻孔焼灼を行うことで完全奏功に導くことができ，もう1症例は放射線療法と経

鼻孔焼灼後に鼻腔背側に限局した病巣を根治的に外科的切除することで完全奏功に導くことができた．ともに1年以上

経過したが，再発は認められず生存中である．―キーワード：焼灼，大型犬，放射線療法．
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